
2. 老朽化の状況

全体総括

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　固定資産については、H29期首現在の簿価で新た
に会計をスタート（フレッシュスタート）していま
すので、
　①有形固定資産減価償却率は6年分の減価償却費
で算定されています。早期に法適用をしている団体
が平均値を押し上げていることから、低い値となっ
ています。
　②管渠老朽化率については、事業を開始して30年
程度で法定耐用年数を超える管渠がないため、0％
です。
　③管渠改善率は、更新や老朽化対策を要する管渠
が無かったため、0％です。
　今後は令和2年度に策定した経営戦略に基づき、
適切な予防保全管理に努めます。

　平成29年度より公営企業会計へ移行したことに
よって、左記の指標等が算定できるようになり、経
営の「見える化」が進みました。
　その経営状況については、初期投資に係る企業債
の償還額が多額で厳しい資金状況にあり、経費回収
率も100％に達しておらず、これらに係る不足分は
一般会計からの繰入金で賄っている状況です。その
ため、地道に普及活動を行うことで、水洗化率（接
続率）の向上に取り組み、使用料収入の増収を図り
ます。
　また、今後10年間の指針を定めた経営戦略を令和
2年度に策定しましたので、今後はこの計画に基づ
き事業を運営していきます。
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本市の下水道事業は、平成29年度より地方公営企
業法を適用しています。
　①経常収支比率は、収益の不足分を一般会計から
の繰入金にて賄っているため、100％を超え黒字と
なっています。
　②累積欠損金はありません。
　③短期的な債務に対する支払い能力を表す流動比
率は、100％を大きく下回っています。企業債の償
還に係る現金の不足を繰入金や資本費平準化債で
賄っているため、今後もこの状況が当面続くことが
見込まれます。
　④事業規模（収益）に対する企業債残高の比率
は、資本費平準化債の発行を制し、既発行債の借入
償還を進めるとともに繰上償還を行ったことで、前
年度より改善し、類似団体平均値を下回りました。
　今後も令和2年度に策定した経営戦略に基づき、
資本費平準化債の削減を図っています。
　⑤費用に対する使用料収入の割合を示す経費回収
率は、当市の使用料単価【147.75円/㎥】が国の基
準【150円/㎥】に満たないことから、100％を下
回っています。
　⑥有収水量1㎥あたりの費用を表す汚水処理原価
は、類似団体平均を下回っています。比較的人口密
度が高く、効率良く事業が運営できているためで
す。
　⑦施設利用率は、H30から事業区分が「流域関連
下水道」の場合は、該当なしとなりました。
　⑧水洗化率は、類似団体平均を下回っています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)
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8man69057
テキストボックス
単年度の収支が黒字であることを示す100%以上となっていることが必要である。

8man69057
テキストボックス
累積欠損金（複数年度にわたって累積した損失）が発生していないことを示す0%であることが求められる。

8man69057
テキストボックス
１年以内に支払うべき債務に対して現金等がどれぐらいあるかを示す指標で、100%を下回ると次の年度の収入で債務を賄っている状況である。

8man69057
テキストボックス
企業債の残高が下水道使用料の何倍あるかを示す指標である。明確な数値基準はないため、他市比較により状況を把握する必要がある。

8man69057
テキストボックス
使用料で回収すべき費用が、どの程度使用料で賄えているかを表した指標で、100%以上であれば、賄えていることを示す。

8man69057
テキストボックス
有収水量１㎥あたりについて、どれだけの費用がかかっているかを表す指標で、明確な数値基準はなく、他市比較で状況を把握する必要がある。

8man69057
テキストボックス
H30から基準が変わり、本市は該当なしとなった。

8man69057
テキストボックス
下水道が普及している区域内人口のうち、実際に下水道に接続している人の割合で、100%が望ましい。

8man69057
テキストボックス
償却対象資産の減価償却がどの程度すすんでいるかを表す指標で、資産の老朽化度合を示している。明確な数値基準はなく、他市比較で状況を把握する必要がある。

8man69057
テキストボックス
法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標で、管路の老朽化度合を示している。明確な数値基準はなく、他市比較で状況を把握する必要がある。

8man69057
テキストボックス
当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標で、管路の更新ペースを把握できる。明確な数値基準はないが、数値が2%の場合、すべての管路を更新するのに５０年かかることを意味する。

8man69057
テキストボックス
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